
【モデル校対応事務局】
ご不明な点がございましたら、下記までご連絡ください。

農林水産省 大臣官房 新事業・食品産業部 外食・食文化課 食文化室
担当：牧野、亀田
メールアドレス：washokuleader@maff.go.jp
TEL: 03-3502-5516
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※詳細はこちらから
https://ouchidewashoku.maff.go.jp/model（「おうちで和食」Webサイト）

農林水産省は、文部科学省とユネスコスクール事務局である公益財団法
人ユネスコ・アジア文化センターと連携し、初めて小学生を対象とした教材
“わたしたちと「和食」”を制作し、その教材を用いたモデル授業をユネスコス
クール加盟校などで2021年度からスタート。

モデル授業に参加した児童の約8割が和食とSDGsの繋がりを知らなかっ
たと回答するも、授業を機に児童の約9割が和食をもっと食べたいと回答し、
モデル授業後に家族に話をしたり、料理を作ったりした児童が約６割もいま
した。児童が和食に興味を持つきっかけとなった本教材を多くの教育現場で
活用していただければと思います。

高学年（児童用） 高学年（指導者用）

2021年度制作！

教材“わたしたちと「和食」”のご紹介
01
NEW
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2021年度制作！

教材“わたしたちと「和食」”のご紹介
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基礎研修・実践研修の受講 実地研修の実施

９月~１月の間に1回程度開催

※科目横断や学年横断的に実施する場合などは、要相談

事前調査やプロモーションに係る調整
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モデル校になったら・・・

年間スケジュール（例）
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モデル校になったら・・・

取り組んでいただく内容
03
topics

モデル授業を実施する

プロモーション材料としての協力
メディアでの露出協力など

①

②

③

指定する研修の受講及び終了後も
普及活動に取り組む

在籍する教諭等に「和食文化継承リーダー研修」を受講（無償）していただき、
「和食文化継承リーダー」として認定を受け、モデル校としての取組終了後でも
積極的に和食文化の普及に取り組んでいただきます。

教材“わたしたちと「和食」”を活用した授業を実施していただきます。
教材については、一部の活用でも可。
現時点では、対面授業を想定しておりますが、
状況に応じてはオンライン授業も検討する予定。

モデル授業は、以下の2つから選択できます。

A:モデル校プログラム

モデル校の担当教諭等が授業内容を企画し、実施するもの。

B：外部講師実施プログラム

モデル校は、授業の時間をご提供いただき、その時間を使って、外部講師が
教材を使った授業を実施するもの。
なお、事前にモデル校と情報交換し、モデル校の状況に沿った企画を検討。



和食文化継承リーダーとは？

栄養士等を対象に、教育現場などで効果的な和食文化の
普及活動を行う中核的な人材を育成するため、専用のテキ
スト等を使用して研修を実施し、全ての研修課程を修了した
者を「和食文化継承リーダー」として認定しています。

指定する研修の受講及び終了後も普及活動に取り組む
在籍する教諭等に「和食文化継承リーダー研修」を受講（無償）してもらい、「和食文化継承リーダー」
として認定を受け、モデル校としての取組終了後でも積極的に和食文化の普及に取り組んでいただく。

農林水産省では、2019年度から和食文化を継承するに当たってキーとなる子供たちや子育て世代に対して
効果的な和食文化の普及活動を行う中核的な人材を育成するため、「和食文化継承リーダー研修」を実施して
います。2021年度末で、約600名を認定しています。
受講者や認定者に対して、無料の交流イベントなど、取組の拡大に向けた環境作りを積極的に行っています。
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①

研修
受講

・和食を伝える手法を学べてよかった。

・色々な職場の人と意見交換ができた。

・研修を通じて学んだことを次世代へ伝えたい。

・食育手法のバリエーションを増やすことができた。

・同じ課題感をもつ、 いい仲間ができた。

受講者の声

※専用のWebサイトは、以下のとおりございますので、参考にご確認ください。

「おいしい和食のはなし」 URL:https://ouchidewashoku.maff.go.jp/training/

和食文化継承リーダーになるには？

以下の全ての課程を修了した受講生に対して、認定証を発行。

専用テキスト等をベースとした講座を受講後、理解度チェックテストを受ける。

※和食文化継承の必要性や和食文化の基本的な知識について学習

※オンデマンド講座（動画）で、ご自身のご都合にあわせて受講が可能です。

実践 研修

ご自身の都合の良い開催日にグループワーク研修を受講する。

※実際に保育所や小学校などで和食文化を伝えるための実践的な方法について学習する。

※Zoomを使用しての受講です。

研修内容を踏まえて、ご自身の職場にて実践を行い、その内容をレポート提出。

※これまで学んだことを活かし、その内容を実践し、レポートで報告する。

認定証発行

Step２

基礎 研修

Step１

Step３

全課程を修了後に認定し、認定証を発行。

実地 研修

Step３

認定証発行
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Q１:モデル校の教諭であれば、誰でも（栄養教諭・栄養士以外）受講することは可能でしょうか。有料の研修でしょうか。
A：モデル校の教諭であれば、誰でも受講でき、人数制限もありません。また、無料で研修を受講できます。

Q２:各研修は、いつまでに受講する必要がありますか。
A: 基礎研修は、実践研修受講日前までに、視聴を終えてください。
実践研修は、例年1月中旬頃まで、実地研修は、例年翌年の2月下旬までに終えていただいております。

Q３：モデル校になった場合、受講の申し込みはどうすればよいですか。いつ申し込めば良いのでしょうか。
A:受講の申し込みは、モデル校となった後にお願いします。
詳細につきましては、あらためてご案内をさせていただきます。

Q４:実地研修は、どのように実施すれば良いのでしょうか。
A:モデル授業を担当される場合は、そちらをレポートにまとめてご提出ください。
モデル授業を担当されない場合は、担当されている授業やそれ以外の場での活動をレポートにまとめて提出をお願いします。
なお、レポートのご提出は、学校毎ではなく個人単位でご提出をお願いいたします。

Q５:和食文化継承リーダーになると、校外で活動しないといけないのでしょうか。毎年、報告する必要があるのでしょうか。
A:活動例としては、勤務先の学校での授業や保護者、地域の方を対象とした講演会などがあげられます。必ずしも校外で
活動する必要はありませんが、継続的な活動をお願いします。活動内容の報告は求めていません。

Q６:和食文化継承リーダーになると、どういったメリットがありますか。
A:農林水産省の専用サイト「おいしい和食のはなし」にお名前が掲載されます。また、交流会への参加や活動の取材や記事投稿などの
機会も積極的に募集を行いますので、活躍の場が広がります。

指定する研修の受講及び終了後も普及活動に取り組む
在籍する教諭等に「和食文化継承リーダー研修」を受講（無償）してもらい、「和食文化継承リーダー」
として認定を受け、モデル校としての取組終了後でも積極的に和食文化の普及に取り組んでいただく。

①

研修
受講

Q&A
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②

モデル授業を実施する

教材“わたしたちと「和食」”を使用した授業を実施していただきます。
現時点では、対面授業を想定しておりますが、状況に応じてはオンライン授業も検討する予定です。

2021年度では、横浜国立大学教育学部附属鎌倉小学校で初のモデル授業を実施しました。
総合学習の時間を使って、3回に授業を分けて実施されました。
参考までにレポートをご紹介します。
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②
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②



Q1:モデル授業について、窓口（調整役）は、農林水産省でしょうか。
A：募集の対応は、農林水産省が対応しますが、モデル校選定後、本件については、農林水産省から委託されている

「モデル校対応事務局（調整中）」となります。

Q２:モデル授業は、モデル校側で授業内容を考えるのでしょうか。
A：モデル授業は、以下の2つから選択できます。

ただし、教材“わたしたちと「和食」”を必ず一部使用した授業内容とします。

A:モデル校プログラム
モデル校の担当教諭等が授業内容を企画し、実施するもの。

B：外部講師実施プログラム
モデル校は、授業の時間をご提供いただき、その時間を使って、外部講師が教材を使った授業を実施するもの。
なお、事前にモデル校と情報交換し、モデル校の状況に沿った企画を検討。

Q３：当日のモデル授業の準備は、モデル校側が行うのでしょうか。
A：相談の上、方針を決定しますが、モデル校対応事務局側が中心となってスタッフを配置し、機材などの会場設営を行う予定としております。

Q４：モデル授業で必要となる経費（1校あたり10万円を限度）は、モデル校対応事務局側で負担することとなっていますが、
それはどういった経費になりますか。

A：モデル授業の内容が確定していないため、具体的な経費をお伝えすることは難しいですが、必要な経費については、
モデル校側で経費処理をするのではなく、必ず事前に相談いただき、モデル校対応事務局側で経費処理（発注や購入など）
を行うこととなります。 当日のモデル授業実施に要する経費（食材費なども含む）が対象となりますが、モデル授業後継続して取組を行う
場合の経費は、モデル校の負担となります。

Q５：モデル授業に係る作業は、どういったことが想定されますか。
A：モデル校側については、基礎的な情報の提供が主な内容となります。その情報をもとに、モデル校対応事務局側で、全体の調整等

の作業を行う予定です。ただし、モデル校側でモデル授業の講師を希望される場合は、調整等のお時間がさらに追加されます。
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②

教材“わたしたちと「和食」”を使用した授業を実施していただきます。
現時点では、対面授業を想定しておりますが、状況に応じてはオンライン授業も検討する予定です。

モデル授業を実施する

Q&A



プロモーション材料としての協力、メディアでの露出協力

Q1:どのような作業が発生するのでしょうか。
A：モデル授業の内容によって、変更があるとは思いますが、学校側・児童・保護者などに対してモデル授業を受ける前と受けた後

での変化についての意識・行動調査を実施していただくことや実施報告書の作成などを想定しております。
なお、調査票の作成等については、ご相談の上、モデル校対応事務局側で行います。
また、メディア露出も検討しているため、モデル授業の当日の取材に対する保護者への事前了解などの作業もお願いいたします。

Q2：実施した調査や実績報告書は、どのように使われる予定でしょうか。
A：プロモーションの材料として、調査や報告書を農林水産省のWebサイトやプレスリリースなどで公表する予定です。

ただし、どのような形で公表するかなどは、事前にご相談の上、進めていきます。

（参考）2021年度のプロモーション内容（農林水産省でプレスリリースを行い、農林水産省のWebサイトで掲載）

〇モデル授業の撮影・動画を公表 〇モデル授業の模様をレポート化し、公表

〇児童・保護者向けアンケート結果を公表
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③

様々な
協力

Q&A
2021年度に実施したモデル授業でのプロモーション内容についての
詳細につきましては、下記のURL又はQRコードからご確認いただけます。

URL:https://ouchidewashoku.maff.go.jp/education/

https://ouchidewashoku.maff.go.jp/education/

